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【令和 6年度基本方針】

　わが国経済は、コロナ禍からの経済活動の正常化が進みつつありますが、エネルギー・

原材料価格の高止まり、慢性的な人手不足や景気後退懸念など、依然として先行きは不透

明な状況にあります。

　農業面においては、昨今の国際情勢等に起因した生産資材や燃油等の高騰など、生産現

場に大きな影響を及ぼしております。一方、政府は食料安全保障の確立・強化に向けて、「食

料・農業・農村基本法」の見直しを進めております。

 

　このような社会環境の中、産地の維持・発展を図るため「産地づくり１０年ビジョン」

の着実な実践と、産地づくりに必要な営農指導体制の整備、スマート農業への取り組みや

労働力確保対策など、将来を見据えた農業振興に取り組む必要があります。

 

　ＪＡ経営については、信用・共済事業を中心に事業環境が厳しくなる中、経営資源の再

配置による、組織の持続性確保が課題となっております。

　自己改革への対応では、農業者の所得増大にかかる業績評価指標（ＫＰＩ）、中長期の収

支シミュレーション、准組合員の意思反映・事業利用の方針に関する「自己改革実践サイ

クル」の構築・実践に加え、「早期警戒制度」への対応など「持続可能な収益性・将来にわ

たる健全性」への取り組みの強化が求められております。

 

　このようなことから、令和６年度は、組合員との徹底した対話を通じた総合事業を基本

とした「不断の自己改革」と、財務・経営基準、県域事業方針の着実な実践による将来に

わたる総合事業体としての経営基盤の確立・強化により、地域農業を支える「農協経営の

持続性確保」に引き続き取り組むとともに、農業やくらしを守る事業・活動を通じ、ＳＤ

Ｇｓの達成に貢献する取り組みを連動し、第６次中期３ヵ年計画の最終年度として、３つ

の重点事項を主眼に取り組みをすすめます。

①農業者の収入拡大・コスト抑制対策（業績評価指標「ＫＰＩ」の設定）

②収支シミュレーションの策定・実践

③組合員の結集力強化戦略の実践（准組合員の意思反映）
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【全体運】 予定は前倒しで進めましょう。 下旬は暑気払いプランを計
画。 生活にめりはりをつけるとより充実。 メモの習慣が◎	
【健康運】 口腔 （こうくう） ケアに力を入れて健康寿命アップ
【幸運を呼ぶ食べ物】 ナス


